
ASEAN市場はインドネシア、フィリピンが反転の動き。ベトナムが高値もみ合い
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PSE総合指数（週足）のBESTテクであるBishamonは「売り継続」。前号で指摘したように「最悪の場合、7500ペソ前
後の先行スパン2までの下押しも見ておくべき状況」が現実のものとなった。ただ、先週末の反転で日足判断が

新規買いとなり、目先、反発の可能性が高い。しかし、基調的には上値が重く、戻り売りが基本になりそうだ。先
週1週間、建国記念日で休場だった中国市場がどういう動きを見せるか気になるところでもあり、今週も様子見と
なりそうだ。（Nishina）

市場一刀両断 PF47倍、勝率92％のBishamon週足判断は売り継続



アナリスト注目銘柄 Bank of the Philippine Islands（BPI)
（DMC)
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【注目材料】米中貿易戦争が長引くなか、世界は景気後退を避けるべく、政策金利を引き下げの方向で動いている。フィリピンも
同様で現在4％。1年前に比較すると1.5％以上引き下げられている。この金利低下でビジネスチャンスが広がるのが金融株グ
ループ。とくにBPIの場合、S&Pグローバルが国債と同等の「BBB+」の格付けとしており、有利な条件で資金調達できるのが強みだ。
【会社概要】1943年に設立された商業銀行。2018年末現在、BPIには全国856、海外3支店がある。19年、S&Pグローバルから国債
と同じ「BBB+」の格付けを取得。経営的にはAYALAグループに近い。PSE総合指数採用銘柄。
【投資戦略】週足最適テクはBishamonで、その判断は過去100週で15勝3敗、パフォーマンスはほぼ100％、PFは21.62倍となって
いる。このBishamonで「ドテン買い」の判断が点灯。価格帯別出来高を見ると92.3ペソを抜ければほぼシコリなく、年初来高値の
更新も可能な状態となっている。直近高値の94ペソを抜けたところで追撃買いだ。

Analyst’s Take: Strong Buy
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“妥当株価ロボ”のメッセージ銘柄 DFNN, Inc. (DFNN)  

今週は割安感が強いうえに短期の値上がり益が見込める銘柄を探すため、投資期間=短期、バリュー
＝Valueの条件で検索。その結果、2銘柄が抽出された。流動性で勝るDFNNを選択した。最適テクの
Bishamonによる判断はドテン買い、すなわち新規買いとなっている。安値圏でのもみ合い相場が続い
ているが、これは業績見通しに不透明感があったため。今四半期はPOGO関連子会社の業績好調から
増収増益が見込まれ、買い安心感が広がりつつある。基準線の6.225ペソを抜けたところで買い建てだ。

http://フィリピン株.com/reasonable-stock/
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テクニメンタル天気図銘柄 Leisure & Resorts World （LR)

ここでは「テクニメンタル天気図」の銘柄検索機能を使い有望銘柄を抽出。ファンダメンタルズが右サイドにありテクニカルが安値に
位置する、逆張りバリュー銘柄を抽出した。縦・横軸表示を-10～10から1～21に変更。

今週はファンダメンタルズ＝19、テクニカル＝
12で検索。テクニカルの12は買い判断が出た
銘柄になる。これで抽出された2銘柄はともに
格付けポイントが13だが、PVRが低い（＝割安）
なLRを選択した。格付け13ポイントは☆☆。妥
当株価倍率（PVR)は0.3倍台でバリュー感は強
い。投資力も407ポイントでまずまずの水準。し
かも底値圏にあり、絶好の仕掛け場といえる。

http://フィリピン株.com/technical-diagnosis/technical-weather-map/
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no210
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no225
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no234
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最低売買金額一覧（10/4現在）
現在）


